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2026年３月期 第２四半期（中間期）及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2025 年５月８日に公表した 2026 年３月期 第２四半期（中間期）及び通期の連結

業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

（１）2026 年３月期 第２四半期（中間期） 連結業績予想数値の修正（2025 年４月 1 日～2025 年９月 30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

8,000 

百万円 

920 

百万円 

940 

百万円 

610 

円 銭 

34.94 

今回修正予想(B) 8,500 1,100 1,130 730 41.79 

増減額(B-A) 500 180 190 120  

増減率(%) 6.3 19.6 20.2 19.7  

（ご参考）前期実績 

（2025 年３月期 

第２四半期（中間期）注） 

7,651 879 906 596 
32.20 

（64.41） 

（注）当社は、2025年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり中間純利益については、上

段に前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算出した数値、下段に実際の数値を記載しております。 

 

（２）2026 年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2025 年４月 1 日～2026 年３月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

16,400 

百万円 

1,900 

百万円 

1,950 

百万円 

1,260 

円 銭 

72.12 

今回修正予想(B) 17,100 2,100 2,160 1,400 80.14 

増減額(B-A) 700 200 210 140  

増減率(%) 4.3 10.5 10.8 11.1  

（ご参考）前期実績 

（2025 年３月期 注） 
15,463 1,710 1,766 1,209 

65.80 

（131.61） 

（注）当社は、2025 年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。1株当たり当期純利益については、上

段に前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算出した数値、下段に実際の数値を記載しております。 

 



２．修正の理由 

2026 年３月期業績は、好調な事業環境を背景に「３期連続 過去最高売上・最高利益」とした期初予想を

さらに上回る見通しとなりました。 

 

（１）第２四半期（中間期） 

当第２四半期（中間期）の売上高は、社会インフラ事業のエネルギー分野（電力・ガス）における DX 対

応や新テーマ（再生可能エネルギー関連）などに加え、先進インダストリー事業における、デジタルデータ

を活用した新ビジネスの創出に向けたコンサルティングやシステム開発対応が期初計画を上回る見通しで

あることから、期初予想を 6.3％上回る「8,500 百万円」を見込んでおります。 

 利益面では、増収効果に加え、契約条件の見直しやコンサルティングなどの上流工程シフト等が進展し、

売上総利益が増加しました。これらが３期連続の処遇改定（全社員対象）等による販売管理費の増加を吸収

したことから、営業利益は期初予想を 19.6％上回る「1,100 百万円」を見込んでおります。 

 

（２）通期 

  第３四半期以降も「デジタル」「AI」をキーワードに、社会インフラ、先進インダストリーの幅広い分野

で DX・デジタル化対応が継続する見通しであることに加え、複数の顧客による新たな IT 投資も予定されて

おります。 

  この旺盛な需要を捉え、当社グループは、来期以降の大型案件獲得も視野に、コンサルティング段階から

のシステム開発参画に向けた営業・オファリング活動とソリューション提案に注力しております。 

  これらの取組みにより、売上高は、期初予想を 4.3％上回る「17,100 百万円」を見込んでおります。 

  なお、利益については、過去最高利益をさらに更新しつつも、期初段階から予定していた AI 対応・ソリ

ューション開発等の戦略投資に加え、来期以降の成長を見据えた「人材投資（処遇・育成）」を重点的に実

施する方針です。そのため、営業利益は期初予想を 10.5％上回る「2,100 百万円」を見込んでおります。 

 

 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。 

 

 

以 上 

 

 


